
【小野町】特定個人情報保護評価書　修正箇所一覧
評価書番号 課 保護評価書名 対象箇所 修正前 修正後（新番号法） 備考

3 税務課 固定資産税 -

Ⅰ-１．②

事務の概要

小野町は、地方税法及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（以下「番

号法」という。）の規定に従い、特定個人情報を以下の事務で取り扱う。

土地、家屋及び償却資産の所有者として、登記簿又は土地補充課税台帳、家屋補充課税台帳、償却資産課税台

帳に登録されている者に対して、固定資産税額を計算し、賦課する。また、納税義務者からの特例、減免等の

申請による固定資産税額の減免等を行う。賦課額に基づき、住民に対し収納業務を行い、納期限までに徴収で

きなければ、滞納整理業務を実施する。

また、公金口座情報を活用した還付を行う。

番号法の別表第二に基づいて、小野町は、固定資産税額に関する事務において、情報提供ネットワークシステ

ムに接続し、各情報保有機関が保有する特定個人情報について情報連携を行う。情報提供に必要な情報を「副

本」として中間サーバーへ登録する。

　市町村は、地方税法及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（以下

「番号法」という。）の規定に従い、特定個人情報を以下の事務で取り扱う。

　土地、家屋及び償却資産の所有者として、登記簿又は土地補充課税台帳、家屋補充課税台帳、償却資産課税

台帳に登録されている者に対して、固定資産税額を計算し、賦課する。また、納税義務者からの特例、減免等

の申請による固定資産税額の減免等を行う。賦課額に基づき、住民に対し収納業務を行い、納期限までに徴収

できなければ、滞納整理業務を実施する。

　また、公金口座情報を活用した還付を行う。

　番号法第１９条第８号に基づく主務省令第２条の表に基づいて、市町村は、固定資産税額に関する事務にお

いて、情報提供ネットワークシステムに接続し、各情報保有機関が保有する特定個人情報について情報連携を

行う。

Ⅰ-1．③

システムの名称

１．固定資産税システム

２．収納消込／滞納管理システム

３．団体内統合宛名システム

４．中間サーバー

５．eLTAXシステム

６．国税連携システム

１　固定資産税システム

２　収納消込／滞納管理システム

３　団体内統合宛名システム

４　中間サーバー

５　eLTAXシステム

６　国税連携システム

Ⅰ-3

法令上の根拠

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（番号法）

（平成２５年５月３１日法律第２７号）

・番号法第９条第１項　別表第一の１６の項

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（番号法）

（平成２５年５月３１日法律第２７号）

　番号法第９条第１項　別表の２４の項

Ⅰ-４．②

法令上の根拠

・番号法第１９条第８号（特定個人情報の提供の制限）及び別表第二

（別表第二における情報提供の根拠）

：なし

（固定資産税に関する事務において情報提供ネットワークシステムによる情報提供は行わない）

（別表第二における情報照会の根拠）

：第一欄（情報照会者）が「市町村長」の項のうち、第二欄（事務）に「地方税法その他の地方税に関する法

律及びこれらの法律に基づく条例による地方税の賦課徴収又は地方税に関する調査（犯則事件の調査を含

む。）に関する事務であって主務省令で定めるもの」が含まれる項（２７、１２１の項）

番号法第１９条第８号（特定個人情報の提供の制限）及び同号に基づく主務省令第２条の表

（番号法第１９条第８号に基づく主務省令第２条の表における情報提供の根拠）

　　なし

　（固定資産税に関する事務において情報提供ネットワークシステムによる情報提供は行わない）

（番号法第１９条第８号に基づく主務省令第２条の表における情報照会の根拠）

　　４８、１６０の項

Ⅰ-５．②

所属長の役職名

課長 税務課長

Ⅰ-７

特定個人情報の開

示・訂正・利用停止

請求

小野町役場　 総務課

郵便番号963-3492

住所：福島県田村郡小野町大字小野新町字舘廻92番地

電話：0247-72-2111　 ファクス：0247-72-3121

E-mail：soumuka@town.ono.fukushima.jp

小野町役場　 デジタル推進室

郵便番号963-3492

住所：福島県田村郡小野町大字小野新町字舘廻92番地

電話：0247-72-2111　 ファクス：0247-72-3121

E-mail：soumuka@town.ono.fukushima.jp

Ⅱ

しきい値判断項目

1.対象人数及び

2.取扱者数

令和5年10月31日時点 令和8年2月27日時点

Ⅳ-８

人手を介在させる作

業

（人為的ミスが発生

するリスクへの対策

は十分か）

十分である

プルダウンから選択してください。

Ⅳ-８

人手を介在させる作

業

（判断の根拠）

　人為的ミスを防止する対策を盛り込んだ事務処理手順をマニュアル化し、事務取扱い担当者間で共有する。

「自由記述欄記載例」シートの記載例を参考に記載いただきますようお願い

いたします。

Ⅳ-11

最も優先度が高いと

考えられる対策

 2)　目的を超えた紐付け、事務に必要のない情報との紐付けが行われるリスクへの対策

プルダウンから選択してください。

Ⅳ-11

最も優先度が高いと

考えられる対策

（判断の根拠）

　固定資産税業務システムにおいて、担当業務に必要な範囲でのみ閲覧等が可能となるよう、アクセス制限を

実施している。また、副本登録等に使用する宛名システムにおいても、各職員が閲覧等できる特定個人情報

は、担当業務に必要な範囲に制限しており、担当していない業務に関する特定個人情報を紐付けられることは

ない。これらの対策を講じていることから、目的を超えた紐付け、事務に必要のない情報との紐付けが行われ

るリスクへの対策は「十分である」と考えられる。

「自由記述欄記載例」シートの記載例を参考に記載いただきますようお願い

いたします。
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